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本研究は， 2009 年に改訂 さ れた高等朝交学習指導要領の 2013 年度か らの実施に向 け，
文法指導 と 言語活動を一体的に行いなが ら コ ミ ュ ニケーシ ョ ン能力 を養 う 授業の在 り 方を
検討する こ と を 目 指 した も のである。 第二言語習得過程に配慮 した生徒のア ウ ト フ。ッ ト機
会を増や した授業を実践 し， 学習 して身に付けた知識の定着 と コ ミ ュ ニケーシ ョ ン能力 の
高ま り の側面か ら， その有効性について考察 した。
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1 問題の所在 と 方法
(1) 問題の所在及び研究の背景
2009 年に改訂 さ れた 『高等学校学習指導要領』
(以下， w新学習指導要領j]) では， 外国語科の 目
標を 「外国語を通 じて， 言語や文化に対する理解
を深め， 積極的に コ ミ ュ ニケーシ ョ ンを図ろ う と
する態度の育成 を図 り ， 情報や考えな どを的確に
理解 した り 適切 に伝えた り する コ ミ ュ ニケーシ ョ
ン能力 を養 う j と している。
し か し， これま でも授業時間だけで英語習得を
可能にする こ と の難 し さ や (金谷， 2008) ， 英樹受
業の現状では授業時間 内 に 目 標文法項 目 な どを使
っ た タ ス ク 活動やゲーム活動の よ う な 「 コ ミ ュ ニ
ケーシ ョ ン活動j を行 う こ と の困難 さ が指摘 (和
泉， 2009b) さ れて き た。
事実， 筆者の こ れま での実践を振 り 返る と ， 先
に述べた 『新学習指導要領』 で求め られている コ
ミ ュ ニケーシ ョ ン能力 を養 う こ と を 目 指 した授業
を行っ て き たか ど う か疑問が残る。 例えば勤務校
で海外か ら の短期留学生を受け入れて交流を行 う
機会があっ た際には， r手責駆的に コ ミ ュ ニケーシ ョ
ンを図ろ う と する 態度J は見 られで も ， r情報や考
えな どを的確に理解 した り 適切 に伝えた り する J
こ と はでき ない生徒の姿が観察 さ れた。
そ こ で、昨年度の教職実践フ。 レゼ、 ンテーシ ョ ン I
では， 生徒が教室の外でも実際に使え る コ ミ ュ ニ
ケーシ ョ ン能力 を養 う 授業に転換 してい く こ と を
目 f旨 し， SLA (SLA=Second Language Acquisition : 
第二言語習得) の観点か ら， 第二言語習得の認知プ
ロ セ ス に働 き かけ る授業実践を行い， その 中心に
「音読j をおいた。 そ こ で、は， 音読を通 して， 学習
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項 目 を コ ミ ュ ニケーシ ョ ン活動につなが り 得る 知
識と して蓄える こ と が{息 さ れた， と 考え られる。 し
か し， それが実際の コ ミ ュ ニヶーシ ョ ン活動につ
なが る か ど う かの検証が不十分であ り ， 調も琶を残
した。
201 1 年 6 月 に外国語能力の向上に関する検討会
が 「国際共通語 と しての英語力 向上のための 5 つ
の提言 と 具体的施策」 をま と めた。 そ こ で、はグロ
ーノ〈ノレイ七に伴い， 異な る文化 ・ 文明 と の共存や国際
協力の必要性が指摘さ れ， 英語が国際共通語と し
て最も 中心的な役割を果た している言語の 1 つで
あ る と さ れている。 更に， グロ ーパノレ社会では異
な る 国や文化の人々 と 外国語をツーノレ と して円滑
に コ ミ ュ ニケーシ ョ ンする能力が求め られ， その
よ う な コ ミ ュ ニケーシ ョ ン能力 を育成するために
講義形式の授業か ら ， ス ピーチ ・ プ レゼンテーシ
ョ ンな ど， 生徒の言語活動を取 り 入れた授業への
改善を図る必要性が述べ られてい る。
こ れ ら の こ と を踏ま え3 教職実践プ レゼンテー
シ ョ ン H では， 引 き続き 高等学校外国語科におい
て コ ミ ュ ニケーシ ョ ン能力 を養 う 授業を 目 指 し，
その在 り 方について検言すする こ と を 目 的 と した。
(2) 研究の方法
認知言語習得プロ セス に伴 う 第二言語習得を 目
指 した授業研究を行 う 。 それに基づき 勤務校や教
職専門実習皿で 「ス ピーチ」 や f 口 頭発表」 な ど
の産出活動を通 し， コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン能力 を養
う 授業を実践する。 授業におけ る観察 と 生徒の 自
己評価を も と に生徒の英語での コ ミ ュ ニケーシ ョ
ンへの関心 ・ 意欲 ・ 態度や音声面での内在化の進
み具合を分析 し， その効果について考察する。
2 先行研究の検討
(1) 第二言語習得の認知 プロ セ ス に働 き か け る
英語指導に関する研究動向
村野井 (2006) は， 第二言語習得にお け る認知プ
ロ セ ス を 「 目 標言語のイ ンフ。 ッ ト 」 →イ ンフ。 ッ ト
に注意を向 け る 「気づき J →イ ンプ ッ ト の 「理解」
→ 「内在化」 → 「統合J である と し， 第二言語の
認知プロセス を教師が促す上で最も重要なのは，
学習者が第二言語を通 して題材内容について理解
し， 考えを深め， 内容について英語で表現する こ
と を重視する こ と であ る ， と 述べてい る。 そ して，
その認知プロ セ ス を活性化する英語指導 と して，
教科書 を 用 い た 内 容 中 心の英語指導 を 『提示
(presentation) j， �理解(comprehension) j ，  �練
習 (practice) j， �産出 (production) j の �pcPPj
の流れで行 う こ と を提案 している。
『提示』 では， 新出文法項 目 及び新出語葉項 目
を， オーラ ル ・ イ ン ト ロ ダク シ ョ ンな どを通 して
提示 し， 文法形式への 「気づきJ I理解j を促す。
こ の と き ， コ ンテ ク ス ト を重視 し， 題材内容がい
かに生徒につながっている かを示すこ と が， 生徒
の学習の動機を高 め る と 考え られている。 『理解』
では， 教科書本文の題材内容の理解を中心 と した
聴解活動及び読解活動が挙げられる。 『練習』 は，
言語運用能力 を高め る こ と を 目 的 と している。 文
法の操作能力 を高め， 音韻的言語化や調音を 自 動
的にする こ と な どが こ の段階で 目 指 さ れる。 多様
な音読活動を利用する こ と に よ っ て， 第二言語を
運用する 際に必須な基礎が固め られる と 考え られ，
こ の段階の活動で理解活動か ら産出活動の橋渡 し
を行い， I内在化」 や 「統合J な どの第二言語認知
プ ロ セ ス を促進する。 『産出』 では コ ンプ リ ヘンシ
ョ ン ・ チェ ッ ク やオー ラル ・ プ レゼンテーシ ョ ン
な どを用いて， 題材内容を 自 分の英語で再生 ・ 要
約 した り ， 題材内容について考えた こ と を， 学習
した事柄を応用 して表現 した り する こ と が 「内在
化J I統合」 を促す上で有効だ と 考え られている。
ま た， 和泉 (2009a) は， ア ウ ト フ。 ッ ト は学習 した
知識を使っ てい く こ と でそれを 自 動化 してい く 以
外に も ， I気付き J を促進する な ど， 言語習得を広
範に支える役割が あ る と 指摘 している。 「言お う と
したが言えない」 と い う 経験が， 学習者の 「気づ
き 」 を促す と 考えてお り ， ア ウ ト フo ツ ト の働き が
う ま く 機能する ためには， ア ウ ト フoツ ト に中身が
あ り ， 発話の コ ンテ ク ス ト があ り ， 現在の学習者
109 
の レベルよ り やや難 しい と 思われる こ と を発話 し
ていく こ と が大事であ る と 主張 している。
(2) 音読に関する研究動向
和泉 (2009b) は， 音読の際の注意の払い方に よ っ
て， 音声面を鍛えた り 文構造 と 意味のつなが り を
学び， さ ら に感情を込めて人に伝わる よ う に読む
こ と はコ ミ ュ ニケーシ ョ ン能力の育成に も役立つ
だろ う と 指摘 している。
ま た， 門 田 (2009) は， シヤー ドイ ング と 音読の
ト レーニ ングには， 音声及び文字のイ ンプッ ト 処
理 と ， ア ウ ト フ。 ッ ト (ス ピーキ ング) と をつな ぐ
役割が期待でき る のではないか と 述べてい る。 シ
ャ ドーイ ン グでは音声イ ンフo ッ ト に基づき ， 音読
では文字イ ンフ。 ッ ト に基づいて， それぞれ どのよ
う な発音が含まれている かを知覚 し， 声に出す練
習 をする こ と で， 話 し言葉や書き 言葉の意味の理
解に至る前段階の処理を 自 動化でき る よ う にな る
と される。 更に門 田 (2009) は， コ ミ ュ ニカ テ ィ ブ
アプロ ーチについて， 学習者の側でその理解 ・ 産
出にあ る程度の 自 動性が確立 さ れていなければ教
室内での練習では使えて も教室外で実際に使え る
能力 には結びつかない と している。 そ して， こ の
自 動性を獲得するためには繰 り 返 し学習に よ り 無
意識に使え る よ う にな る こ と を 目 指 した ド リ ルが
不可欠であ り ， それは従来の よ う な英文和訳の ド
リ ルで、はな く ， 素材は音声言語を 中心と した素材
にすべき である と 主張 している。
3 実践と 結果 (明 ら かにな っ た こ と )
(1) A高校で、の授業実践について
①対象生徒について
A高校第 1 学年国際 ビジネス科 39 名 を対象 と
し， オーラノレ ・ コ ミ ュ ニケーシ ョ ン (以下 oc) I 
で コ ミ ュ ニケーシ ョ ン能力 を養 う こ と を 目 指 した
授業実践を行 う こ と と した。
4 月 に行っ た ア ンケー ト か ら ， 英語の 4 技能
( I読むこ と J I書 く こ と J I聞 く こ と J I話すこ と J )
の う ち， 特に身に付けたい と 考えてい る 力 は 「話
すこ と 」 であ る と い う こ と がわかっ た (図 1 ) 。
ま た， ア ンケー ト か ら， 中学時の英語授業では，
外国人指導助手 (以下 ALT) と のテ ィ ームテ ィ ーチ
ング (以下 TT) で正 しい発音を学んだ り ， ALT の話
を理解 した り ， 話 したこ と が伝わっ た と し サ 実感
を持っ た時に充実感を味わっ ている一方， 英語 ら
し く 話すこ と を 「恥ずか しし リ と 感 じ る 生徒 も い
る と い う こ と が明 ら かになった。
読む こ と
書 く こ と
聞 く こ と
話す こ と
口ご39 。 20 40 60 80 1 00 (%) 
図 1 . 英語で一番身に付けたい力 は何ですか
こ れ ら の こ と か ら ， 本研究では IALT に英語で
話 した こ と が伝わる」 こ と を 目 指 し， 特に 「話す
こ と J に焦点 を 当 てた授業実践を 目 指 した。
②授業実践について
年間 を通 じて教科書を扱いなが ら ， 可能な限 り
ALT と の TT で No JC4TA血淵 English， clear voice， 
eye contact を授業の 目 標に掲げ， 特に音声面を
重視 した授業を行っ た。
ALT に よ る発音の 口 頭練習では， 発音がカ タ カ
ナ英語に な り やすい も の な どを取 り 上げた り ， 英
語の音声上の特徴を意識 してダイ ア ロ グの音読を
繰 り 返 した り する こ と で， 脱カ タ カ ナ英語への意
識付けを図った。 ま た， 単元 ご と に 1 つ以上の産
出活動に取 り 組み， 定期テ ス ト ではパフ ォーマ ン
ステス ト を課 して成果 と 課題を確認 ・ ブ イ } ドパ
ッ ク する こ と と した。
これま でに取 り 組んだパフォーマ ンステス ト に
ついて以下に述べる。
(a) 1 学期 ( 4 月 一 7 月 ) 末は英単語の読み及び
教科書のダイ ア ロ グの音読テス ト を行った。 英単
語の読みテス ト は個人ご と ， ダイ ア ロ グの音読テ
ス ト は 3 人一組の ロ ールフ。レイ と し それぞれク
ラ ス メ イ ト に対 しては非公開 と した。 1 学期は特
に No JC4TAJC4NA Engl ish の意識付けのために， 繰
り 返 し発音練習 を行っ た こ と か ら ， 発音 ・ ア ク セ
ン ト に焦点を当 て， 筆者 (以下， JTE) と ALT の 2
名 で、評価を行っ たO
単語の読みテス ト では， /f/ /v/ /th/ /r/な ど
の音で不完全 さ は あ る も のの， カ タ カナ英語にな
ら ない よ う に注意深 く 発音 し よ う と した り ， 生徒
が 自 分 自 身で、セノレフチェ ッ ク を行い， Iカ タ カナ英
語にな っ た」 と 感 じた際に， 言い直 した り する 姿
が観察 さ れた。 一方， ダイ ア ロ グの音読テス ト で
は， 発音 ・ ア ク セ ン ト は意識 さ れてお り 評価でき
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る も のの， イ ン トネーシ ョ ンが平坦で聞 き 取 り づ
ら い こ と が ALT よ り 課題 と して挙げ られた。 ま た，
学期 を通 して 自 主学習での音読回数を記入するた
め の ワ ー ク シー ト を配布 したが， 個人の取 り 組み
に よ る と こ ろが大き かっ た こ と な どか ら 明 ら かな
効果は見 られなかっ た。
(b) 2 学期前半 ( 8 月 下旬一10 月 中旬) は， 英
語 I で学習 した物語文の レシテーシ ョ ン (暗唱)
を課 した。 3 パー ト から成る ため， 3 人一組で取
り 組む こ と と した。 1 人 1 パー ト を担当 し， 誰が
ど、のパー ト を担当する かは生徒同士で決定 した。
英語 I で既習のため， 発表前時に発音 と 暗唱の度
合いの確認を した以外に は特に OC 1 の授業では
扱わず， 自 主学習のための音声素材 と 音読回数の
記録用紙を配布 した。 音声素材は， 生徒の携帯電
話の保有率が 100首であ る こ と を受けて， 携帯電話
のボイ ス レコ ーダー機能を活用 し， ALT に よ る 音
読のモデル音源を筆者の携帯電話に録音 した も の
を生徒に配布する方法を と っ た。
レシテーシ ョ ンテス ト は， ク ラ ス メ イ ト に対 し
公開で行い， 発表者以外の生徒は リ スナー と して
「音声面 (カ タ カ ナ英語になっ ていないか ・ 声の
大き さ な ど) J I暗記J I発表態度 (アイ コ ンタ ク ト ) J 
の 3 点について評価を行った。
こ のテス ト では， 英文を暗唱する こ と 自 体が負
荷の高い活動であ り ， 人前でま と ま っ た長 さ の英
語を話す経験を した こ と がない生徒 も 多かっ たた
め， 英文の暗記ができ ていて も ， 音声面やアイ コ
ンタ ク ト な どに配慮 して発表する こ と を困難に感
じている様子が見 られた。 ALT か ら も， 原稿を与
えて read and look up の方法で発表 させた方が良
いのではなし 1か と い う 助言 も あ っ た。 しか し， 発
表後のふ り 返 り か ら は， 良い発表者は良いモデル
と して他の生徒の刺激 と な り ， 練習 した成果を出
し切れなかっ た と 感 じた生徒や， 練習不足を実感
した生徒に と っ ては次の発表へのモチベーシ ョ ン
と なっ た こ と がわかる。 特に英語を苦手 と してい
る 生徒については， 十分練習 して臨んだこ と に よ
っ て， 英語を学習する意欲や英語を話すこ と への
自 信につながっ た様子が見 られたo ALT か ら の助
言 と して， 話すス ピー ドが速すぎた り 遅すぎた り
して聞き 取 り づ ら い と い う こ と が指摘 された。 こ
の こ と は， 生徒 自 身も課題 と して挙げている。
音読シー ト は音読回数について具体的な数字が
挙げ られている こ と か ら 1 学期 よ り は活用 に改善
が見 られた こ と がわかる (図 2 ) 。 ま た， 発表を通
して英文のイ ンフ。ッ ト に音読が有効であ る こ と を
実感 した生徒が少なからずい る こ と がふ り 返 り か
ら見て取れる。
1 � 5 回
6 � 1 0 恒1
1 1  � 1 5 回
2 0 回 ぐ ら い
3 0 回 ぐ ら い
5 0 匝| ぐ ら し 、
0=38 
。 5 10  
図 2 レ シテー シ ョ ン課題の音読回数
活用 し た
1舌用 しな かっ た
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ω 
o 5 10 1 5  20 25 n=38 v U J. V .ltJ L.V Lli.J (人)
図 3 . ALT に よ る 音声素材を活用 し たか ど う か
( 自 由記述) 音声素材の活用について
< どの よ う に活用 しま したか>
わか ら ない と こ ろ を聞き 直 した り 、 発音やイ
ン ト ネーシ ョ ンの確認を した。 ( 9 )
・ 聞き なが ら発音を真似 した。
最初は聞 き 流 し， 次に音声 と 一緒に声に 出 し
て練習 した。
覚 え る と き に少 しずつ止めなが らやっ たo
どの ぐ らいの早 さ で話すのかの右衛意を した。
< なぜ活用 しなかっ たのですか>
忘れていた ( 8 ) 
消 して しま っ た ( 2 )
聞 く 暇がなかっ た。 ( 2 ) 
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データ フ ォルダの ど こ に保存 さ れてい る のか
わか らず課すのが面倒 く さ かっ た
代替機になっ て聞けなかっ た。
( 自 由記述) 今回の レシテーシ ョ ンについての感
想や反省点 を 自 由に書きな さ い。
今回の よ う に、 英語の長文を覚えて発表する
の は初めてだっ たので したが， 文をき っ ち り と 覚
えていないまま発表になっ て しま っ て， 上手に読
む こ と ができ ませんで し た。 芦を大 き く 読んだ
り ， 英語ら しい発音で読むにはまずち ゃ ん と 英文
を覚えな く てはダメ だな と 思っ たので， 今回は少
し も っ たいなかっ たです。 あ と ， 読む練習 をする
回数が と て も少な く て， 自 業 自 得だっ た と 思いま
した。 次は も っ と 文を覚えて上手に読みたい と 思
いま した。 。廉習回数 1 � 5 回)
・ 発表前は全部覚 えていで ほぼス ラ ス ラ言えて
いたのに発表の と き全然言えな く て， 思 う よ う に
でき なかっ たのが と て も残念で した。 練習量がま
だま だ足 り なかっ た と ，思います。 も しま た こ の よ
う な機会があっ た ら， 次 こ そは き ち ん と 言え る よ
う に頑張 り たいです。 みんなのを聞いていて思っ
た のが言 う ス ピー ドが早かっ た り 遅かっ た り が
あ っ て 聞 き 取 り づ らかった こ と です。 (練習回数
6 -10 回)
- 私は 自 分の発表の時、 ち ょ っ と 志�nて し ま い
ま した。 だか ら 、 音読をする 大切 さ が必要だ と 思
いま した。 (練習回数 10 回以上)
と り あ えず言えればし W 、 ! と い う 思考でアイ
コ ン タ ク ト や発音にあま り 気をつかえ ませんで
した。 CやAの よ う にハキハキ と 英語 ら しい発音
を したいです。 (練習回数 20 回 ぐ ら い)
・ 意外 と 読めたので良かっ たですo 発音や単語
がわか ら なかっ た り したけ ど、 友達に聞いた り し
てわかる よ う にな っ たので良かっ たですO ま た"
A Story from Scotland" の文を暗記 して， 暗記
した り 発表する のは苦手だっ たけ ど， 練習 をする
こ と に楽 し く な り ， 何回 も 暗記練習する こ と がで
き ま した。 で も ま だカ タ カ ナ英語に な っ てい る の
で， 発音の良い人の を見習っ て よ く してい き たい
です。 日廉習回数 30 回 ぐ ら し す
(c) 2 学期後半 (10 月 中旬ー12 月 中旬) は， OC 1 
の教科書か ら" A country r '  d l ike to visit" 
と い う タ イ ト ノレで 5 文程度のス ピーチを課 した。
ス ピーチテス ト も レシテーシ ョ ンテ ス ト と 同様に
ク ラ ス メ イ ト に対 して公開 と し， リ スナーに よ る
ジャ ッ ジを行っ たO 授業は次の流れで、行っ た。
1 時間 目 JTE/ALT に よ るモデルの提示
行 き たい国の決定， mapping 
(図書館で資料を用いた調べ学習)
2 時間 目 日 本語か ら英作文へ
ALT のチェ ッ ク の後 JTE のチェ ッ ク
3 時間 目 発表練習。 音声面， アイ コ ンタ ク ト
について生徒同士の フ ィ ー ドパ ッ
ク 。 音声面は ALT/JTE のチェ ッ ク。
4 時間 目 発表
ス ピーチテス ト は， 暗唱は求めず， 発表の際に
必ず リ スナーの方を向いて話す read and look up 
をする よ う 指導 した。 ま た， ALT と の英語での コ
ミ ュ ニケーシ ョ ンの機会を増やすた めに， 英作文
は JTE の前に必ず ALT のチェ ッ ク を受 け る こ と と
した。 発表直前に は生徒同士がベアでフ ィ ー ドパ
ッ ク を行い， 和手話字典な どで、調べてそのま ま使っ
た表現な どをわか り やす く 言い換え， 誰が聞いて
も ス ピーチの内容がわかる よ う に配慮する こ と や，
アイ コ ンタ ク ト な どの面でア ドバイ ス し合 う こ と
を求めた。 発音やア ク セ ン ト ・ イ ン ト ネーシ ョ ン
についての指導は ALT と JTE で、行った。
授業後のふ り 返 り で発表の満足度を尋ねた と こ
ろ， 30回以下はお らず， 60ー70出台で過半数を 占め
て い る (図 4 ) 。
30%� 
40%� 
50%� 
60%� 
70%� 
80%� 
90%� 
100% ふ九 1 
n=39 。 5 10 1及)
図 4 . 今回のス ピーチ を 0日100唱で表す と あな
たの満足度は どの ぐ ら いですか。
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目 標 と してき たアイ コ ンタ ク ト や声の明瞭 さ ，
カ タ カナ英語な どについて不十分だっ た り ， 練習
した害IJに緊張 して う ま く 発表でき なかっ た り ， 他
者 と 比較 して足 り ない部分があ っ た と 感 じた り し
た場合に， 生徒の 自 分に対する評価がやや低 く な
っ ている。 逆に， リ スナーに話 した こ と が通 じた
こ と を実感 した り ， 発表者がス ピーチを楽 しい と
感 じた り ， 練習 して き た こ と を発揮でき た と感 じ
た り した時に， 満足度が高 く な っ てい る こ と が明
らかになった。
ま た， ふ り 返 り や評価シー ト か ら ， リ スナー と
して他者のス ピーチを聞いている と き に どの点に
注 目 して聞いていたかを分析 した (図 5 ) 。
内 容 L泌総綴級ぷ総議 総ぬ綴紙撤 20
発音
明 瞭 さ
アイ コ ン タ ク ト
流暢 さ
表情
暗記
o 5 1 0  1 5  20 複数回答 (記述)
図 5 . リ スナー と し て どの 点 に注 目 し て 聞 いて
いたか (複数回答)
カ タ カ ナ英語にな ら ない よ う に気をつける こ と
や， リ ス ナーに聞 こ え る 声の大き さ や明瞭に話す
こ と な どは訓封涜 して指導 し て き た点であ り ， アイ
コ ンタ ク ト については レシテーシ ョ ンテス ト を踏
ま えて生徒たち 自 身が意識 して取 り 組んで、いた こ
と か ら ， 4 月 当初か ら 目標に して き た これ ら の点
については意識付けが十分で、き てい る と 考え られ
る。 しかし， 内容に注意 して聞いていた生徒が多
い と い う 結果は少々 意外で、あ っ たO 同 じ国の紹介
で も様々 な視点か ら の発表があ り ， 他者の発表 し
た固について興味を持って聞 く こ と ができ た と い
う 感想や， 他者の発表に触れて楽 しい と し 寸 感想
に加え， 自 分の発表 と 他者の発表を比較 し， 自 分
のス ピーチの内容の薄 さ な どを感 じた生徒が多い
こ と が観察でき る。 ま た， 暗唱を求めていなかっ
た に も 関わ らず， 多 く の生徒が暗記 しての発表に
挑戦 し， 見事にや り 遂げた。 ふ り 返 り の 中 に も 暗
唱でき なかっ た悔 し さ に対する記述が見 られる。
こ れ ら の こ と か ら ， 生徒の 「伝えたいJ í聞き たいj
と い う 意欲が高ま っ てい る こ と が明 ら かに な っ たO
(2) B 高校での授業実践について
①対象生徒について
B 高校普通科第一学年 80 名 を対象 と して， pcpp
型の授業の う ち， 特に 『産出』 に焦点を置いた授
業実践を行っ た。 生徒のほ と ん どが 4 年制大学へ
の進学を希望 している。
②授業実践について
文法項 目 は助動詞を扱ったo �提示� ， �理解� ，
『練習』 が十分に行われた段階で， ま と め の活動
と して 『産出』 活動を行っ たO
1 時間 目 助動詞 (1) 提示 (presentation)
理解 (comprehension)
練習 (practice)
2 時間 目 助動詞 (1) 練習 (practice)
3 ß寺開 目 助動詞 (2) 提示 (presentation)
理解 (compreher
練習 (practice)
4 時間 目 助動詞 (2) 練習 (practice)
5 時間 目 助 動 調 練習 (practice)
(1) (2) 
6 時間 目 助 動 詞 産出 (production)
(本時) (1) (2) 
授業では， Picture description の手法を用い，
『地球の食卓』 の写真か ら読み取れる こ と を， 助動
詞を用いた英文で書き 表 し， どの国の食卓なのか
を推測する こ と と した。
初めに筆者が助動詞を用いた英文でモデルを示
し， そのあ と 生徒それぞれが写真か ら読み取 っ た
こ と を英文に した。 それか ら 4 人一組の グループ。
で、英文をシェア し， どの国の食卓を表 した写真な
のかを推測する ， と い う 流れで、授業を行っ た。 2
つの グル}フ。が同 じ国を推測する よ う に し， 異な
る 意見や英文な どをク ラ ス全体に還元 した。
対象生徒の助動詞の理解度は， ワ ー ク や文法解
説書な どを見れば意味や機能が理解でき る と い う
も ので、あっ た (図 6 ) 。 自 分で作る こ と ので き た英
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作文の数は， 2 文が 3 3 名 と 最 も 多 く 、 3 文 1 6 
名 ， 4 文 1 4 名 と 続いてい る。 最 も 多いのが 6 文，
最 も少ないのが 1 文で、あっ た (図 7 ) 。 ただ し， ふ
り 返 り の中に 「 も っ と じっ く り 英文を考え る 時聞
が欲 しかっ たJ と し 寸 記述が見 られた こ と か ら，
十分な時間 を取 る こ と に よ っ て文の数は増えたの
ではないか と 考え られる。
作j も 見な く て も わか る
解説書等 を 見ればわかる
解説書等 をみて も わか ら な
n=80 o 20 40 60 80 
図 6 . 助動詞の理解度はどの ぐ ら いですか
1 文
2文 33 
3文
4文
5文
6文
n=80 0 1 0  20 30 40 
(人)
国 7 . 写真か ら読み取 っ て作 っ た英文の数
また， 英作文の 中 に用 い られてい る助動詞は，
can/cannot (can' t) が 1 15 と 最も 多 く ， may /may not 
が 54， must が 24 と 続いてい る (図 8 ) 。
can / cannnot 
(can' t) 
may / may not 
must 
shou 1 d  
w1 1 1  
mi ght 
15  
o 2 0  40 6 0  8 0  1 00 120 
図 8 . 英作文中に用い られている助動詞
特に can/cannot (can' t) については， 80 名 の
う ち 71 名 が使用 している。 こ こ か ら ， 生徒たち に
と っ て， 1能力 ・ 可能」 を表す can ( 1ーする こ と
ができ る J ) ， や 「推量」 を表す may ( 1ーかも しれ
ないJ ) は内在化が進んでお り ， 比較的使いやすい
のではなし 功 ミ と 考え られる。 し か し， 同 じ can で
あ っ て も 「可能性 ・ 推量j を表すため に用い られ
ている も のはあま り 多 く ない。 また， 1断定的推量j
の 肌1St や 「義務」 を表す shou1d はやや見 られる
が， 1現在の習慣 ・ 習性J や 「現在の推量」 を表す
wi1 1 な どはあま り 用い られていない。 生徒のふ り
返 り には おan や may しか使えなかっ たJ 1 can は
使えて もその他の使い方やタ イ ミ ングが難 しかっ
たので wi1 1， may な どを も っ と 使いたかっ た」 な
どの反省が挙げ ら れている。 こ こ か ら ， 同 じ助動
詞で、あっ て も意味や使用/機能の内在化が深ま っ
ていない も のは運用 が困難である と い う こ と がわ
かる。 ま た， ふ り 返 り には実際に助動詞を用いて
英作文する こ と に よ っ て， 助動詞の形式 ( 1助動詞
+動調の原形J ) やそれぞれの助動詞の意味の復習
や整理， 理解度の石信忍な どが さ れてい る こ と が多
く 述べ られてい る。 加えて， グループ。ワーク と 発
表を取 り 入れ， 他者 と 関わ る こ と に よ り ， 1気づき 」
が促 さ れ瑚平が進んだ生徒 も多 く 観察 さ れた。
4 考察
(1) 第二言語習得過程に配慮 した授業について
A高校での授業実践では， 1語句 レベノレで、の音声
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指導」 → 「 レシテーシ ョ ン (既存の英文の暗唱) J
→ 「ス ピーチJ と い う 流れで活動を仕草且んだ。 語
句 レベノレでの音声指導で、は， 音声面への意識付け
を図った。 こ の こ と に よ っ て， 生徒の音声面の知
識の 「内在化J 及び 「統合」 をね ら っ たが， 発音
指導に熱心でモデルをい と わない ALT だ、っ た こ と
も功を奏 し， 1 学期間徹底 して音声面の指導がで
き た こ と がその後の生徒の発音への意識付けにな
っ た と 考え られる。 まだ無意識に発音でき る レベ
ノレに達 してはいないが， 今後 も品此続 して 『練習』
してい く こ と に よ り ， 1統合j の状態に近づ く こ と
が期待でき る。
レシテー シ ョ ンは， 生徒がやや困難である と 思
う 課題に挑戦 し， それをや り 遂げる経験をする こ
と で英語学習への 自 信や意欲を引 き 出 したい と い
う 意図で設定 した。 レシテーシ ョ ンテス ト に前後
して， 生徒の授業時の表情や顔つき が変わっ て き
た よ う に思 う 。 ち ょ う ど こ の頃 ALT が代わ り ， 生
徒た ち に と っ てそれま で、以上に IALT と 仲良 く な
り たい/話 したし リ と い う 気持ちが高ま っ ていた
こ と も 要因の 1 つで、あろ う 。 は じめは， 1テス ト だ
から」 と し づ 外発的動機付けに よ っ て取 り 組んで
いた生徒の様子が， レシテーシ ョ ンの経験を通 し
て， 1 も っ と う ま く 英語を話 したいJ と し 寸 内発的
動機付けに変わっ ていっ たO これは発表形態に も
起因 している と 考え られる。 音読テス ト は英語の
発音に苦手意識や抵抗感を持っ ている生徒の負担
を少 しで も軽減するために， ク ラ ス メ イ ト に対 し
非公開に した。 レシテーシ ョ ンは公開 に したが，
生徒の心的負担を少 しでも軽 く する こ と と ， 役割
分担に よ っ て個に責任を与え， 暗唱の必然性を持
たせる た め に， 一人ずつではな く グループ。で、の発
表 と した。 結果的に， 他者の発表に触れる こ と に
よ り ， 生徒は良いモデルに憧れ， よ り よ い発表を
する には ど う した ら 良いのかを考え る よ う になっ
た。 こ れ ら の経験を経て， それほ ど抵抗感な く ス
ピーチに挑戦する こ と ができたのだ と 考え られる。
(2) 産出活動について
pcpp 型の授業におけ る 『産出』 では， 既習の事
項をア ウ ト プッ ト する こ と が求め られる。 A高校
ではス ピーキ ングの， B 高校ではラ イ テ ィ ングの
ア ウ ト プ ッ ト を求めたが， どち らの実践でも ， ア
ウ ト フ，0-:;; ト する こ と に よ っ て学習者 自 身が 「何が
でき て{可ができ なし ゅヮ に 目 を向け， でき る よ う
に な る た め には ど う すればいいのかに 「気づ く 」
経験を している。 「 ど う 発音すれば英語 ら しい発音
にな る のかJ I与え られた文法事項を用いて ど う 表
現 した らいいのか」 について， モデルを注意深 く
観察 した り ， 再度， 学習者が個別に 『理解j] �練習』
の段階に立ち返る経験を した り する こ と に よ っ て
ア ウ ト フ.0 ，/ ト し よ う と している事柄への理解が深
ま り ， すなわち内在化が進み， 統合に近づいてい
る。 こ の こ と か ら， �産出』 するために は， 相 当量
の 『練習』 が必要であ り ， 統合に近づいた知識だ
けが， 無意識に音声や英作文 と して 自 然にア ウ ト
プ ッ ト さ れてい る と 考え られる。 ま た， 産出活動
で う ま く ア ウ ト プッ ト でき た り ， 思 う よ う にア ウ
ト フ。 ッ ト で、き なかった り する経験が次の学習の刺
激 と な っ ている。 よ っ て， 日 頃か ら学習項 目 を用
いた産出活動を設定 し， 生徒 自 身の英語の発話量
を増やすこ と が， コ ミ ュ ニケーシ ョ ン能力 を養 う
こ と につながる鍵と な る と いえる。
(3) 実際の英語に よ る コ ミ ュ ニケ}シ ョ ン場面 と
しての ALT と 生徒 と の関わ り について
これま での実践でも oc の授業では ALT と の TT
を多 く 取 り 入れてき た。 その中で ALT に よ るネイ
テ ィ ブの発音モデルに対する リ ピー ト な どには多
く の生徒が積極的に取 り 組む一方， 集団にま ぎれ
て しま う 生徒も少なからずい る こ と が気にな っ て
いた。 ま た， ALT が全体に問いかけて も特定の生
徒の反応が 目 立ち， 生徒の英語での発話機会を ど
う 確保する かが課題 と なっ ていた。 そのため， 今
年度のA高校での授業実践ではでき る だけ ALT と
生徒一人一人の対話の時間を取る よ う に心がけた。
それぞれの学期 ご と のパフォーマ ンス テ ス ト の
前には， 必ず ALT と 生徒の一対ーでの発音チェ ッ
ク の時間 を設け， ALT には単に発音チェ ッ ク で終
わ らず， 短時間でも生徒 と のチャ ッ ト を依頼 した。
2 学期後半のス ピーチテ ス ト の事前の原稿チェ ッ
ク では， 生徒が書いた英作文について， ALT に説
明 した り ， 助言を受けた り しな ければな ら なかっ
たが， その経験を通 して多く の生徒が英語でコ ミ
ュ ニケーシ ョ ンする こ と が不安か ら楽 し さ に変わ
っ た こ と がわかる。 実生活ではほ と ん ど英語で コ
ミ ュ ニケーシ ョ ンする場面 も必要 も ない中で， 英
語で コ ミ ュ ニケーシ ョ ンする必然性を生み， 英語
で コ ミ ュ ニケーシ ョ ンでき る 実感を持たせ， 英語
学習のモチベーシ ョ ンを高め る た め に も ， ALT の
活用 は不可欠である と 考える。 そのため に， どの
よ う な活用が有用であ る か考え， グルーフ。ワーク
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やタ ス ク な どを取 り 入れる な ど授業形態や内容を
工夫する必要がある。
5 到達点 と 課題
本研究では， 第二言語習得過程に配慮 した pcpp
型の授業にお け る 『練習』 を繰 り 返すこ と に よ り ，
学習内容の統合が進みア ウ ト フ。 ッ ト につなが る こ
と や， �産出』 活動が生徒の英語学習に対する意欲
を高め る こ と が検証でき た。 英語学習に対する意
欲 と は， I英語で表現 したいJ I英語で表現さ れた
こ と を知 り たし リ と し 寸 英語で コ ミ ュ ニケーシ ョ
ンをする こ と への意欲の高ま り であ る と いえ， 第
二言語習得過程に配慮 した英語授業を行 う こ と が
コ ミ ュ ニケーシ ョ ン能力 を養 う こ と につなが る と
いえ る こ と は， 成果 と して挙げ られる。
一方， これま で、の研-究実践で行っ て き た コ ミ ュ
ニケーシ ョ ン活動は， 個か ら他に向 けての一方的
な も のであっ たO 今後， プ レゼ ンテーシ ョ ンや身
近な話題について少人数で話 し合 う 活動な どを通
して， 感想を述べた り ， 発表内容に対 して質疑応
答 した り する こ と で双方向的な コ ミ ュ ニケーシ ョ
ン能力 を養っ てい く こ と が課題で、ある。
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